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１．概要（Summary） 
強磁性体に歪みを加えると、磁気弾性効果により磁化

の大きさや方向が変化する。本研究では、フレキシブル

基板上に製膜した垂直磁化をもつフェリ磁性体(Tb/Fe)
に、%オーダの巨大な引っ張り歪みを加えた。これにより、

フェリ磁性体に見られる補償温度が変化することを確認し

た。また、補償温度付近では、保磁力の超巨大制御(6 T)
に成功した。同試料を SPring-8 において放射光観察し

たところ、Fe の磁気モーメントが有意に変化していること

を見出した。 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

多機能薄膜作製装置、磁気光学効果測定装置 
【実験方法】 

豊田工大微細加工プラットフォームにおいて、ポリエチ

レンナフタレート製フレキシブル基板上にフェリ磁性体で

ある Tb/Fe の多層膜膜を製膜していただいた。利用者の

所属(東大)にて、アルゴンイオンミリングを用いて基板上

のフェリ磁性膜をホールバー形状に加工した。次に、

Spring-8 の BL25 において、超小型の引っ張り試験治

具を磁界印加可能な XMCD(X-ray X-ray magnetic 
circular dichroism)装置内に導入し、Fe 及び Tb のそ

れぞれ L 及び M 吸収端付近での吸収スペクトル観察を

行った。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
Fe については、0.85%の引っ張りひずみに対して、

XMCD スペクトルに有意な差が得られた。Sum rule 解

析より、引っ張りひずみによりスピン磁気モーメントの減少

がもたらされていることが明らかになった。一方で、軌道磁

気モーメントについては有意な変化は見られなかった。

Tb についてはひずみにより若干の磁気モーメントの上昇

とみられる結果が得られたが、エラーバーの範囲内であり、

これが有意なものであるかどうかや、実験の再現性が今後

の課題である。 
結論として、引っ張りひずみによる Fe の磁気モーメント

の変化が、Tb/Fe 多層膜の補償温度の変化をもたらして

いることが明らかとなった。 
 

４．その他・特記事項（Others） 
共同研究者：粟野博之（豊田工業大学） 
フェリ磁性薄膜の製膜をしていただいた豊田工業大学

の 粟 野 博 之 教 授 に 感 謝 申 し 上 げ ま す 。 ま た 、

JASRI/SPring-8 の中村哲也氏、小谷佳範氏に感謝申し

上 げま す 。 本研究の 一部 は 、科研費基盤研 究

(S)(25220604)支援を受けて行われました。 
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